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「
県
立
病
院
改
革
基
本
プ
ラ

ン（
案
）」
で
示
さ
れ
た
山
田
病

院
の
サ
テ
ラ
イ
ト
構
想
に
対
し

て
、
町
、
議
会
、
福
祉
関
係
団

体
が
一
丸
と
な
っ
て
署
名
活
動

や
要
望
行
動
な
ど
を
行
い
、
見

直
し
を
求
め
て
き
た
と
こ
ろ
で

す
が
、
本
誌
記
事
の
よ
う
に
修

正
案
が
示
さ
れ
一
定
の
前
進
が

図
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
に

心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

一
方
、「
岩
手
県
行
財
政
構

造
改
革
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
の
中
で

県
単
独
補
助
金
な
ど
の
大
幅
見

直
し
が
提
案
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

こ
れ
に
よ
れ
ば
産
業
振
興
、
保

健
福
祉
、
生
活
基
盤
整
備
、
環

境
、
教
育
な
ど
、
町
民
生
活
に

大
き
な
影
響
が
出
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
一
月
二
十
二
日
に
開

催
さ
れ
た
「
県
政
に
関
す
る
県

と
市
町
村
と
の
意
見
交
換
会
」

で
は
、
各
市
町
村
長
か
ら
慎
重

な
配
慮
を
求
め
る
声
が
数
多
く

出
さ
れ
ま
し
た
。
長
引
く
不
況

の
中
で
税
収
が
落
ち
込
み
、

国
・
県
・
町
と
も
厳
し
い
財
政

難
に
見
舞
わ
れ
て
い
ま
す
。
早

期
の
景
気
回
復
が
望
ま
れ
ま
す
。

山
田
町
長
　
沼
崎
喜
一

町
長
室
か
ら

県議会に対しての要望する町、議会、福祉関連３
団体の代表（写真下）／県医療局に町内から集
まった12,616人分の署名を提出しました（丸写真）

県立山田病院の診療所化

反対署名に町民12,616人

診
療
体
制
の
充
実
求
め
県
に
要
望

計
画
見
直
さ
れ
地
域
総
合
病
院
に

昨
年
十
一
月
に
「
県
立
病
院
改
革
基
本
プ
ラ
ン（
案
）」
が
発
表
さ
れ
、
県

立
山
田
病
院
の
診
療
所
化
を
心
配
す
る
声
が
上
が
り
ま
し
た
。
町
や
議
会
、

町
内
福
祉
関
連
三
団
体
で
は
、
同
計
画（
案
）の
見
直
し
を
求
め
、
署
名
活
動

な
ど
を
展
開
。
一
月
十
九
日
、
集
ま
っ
た
一
万
二
千
六
百
十
六
人
の
署
名
を

持
っ
て
、
県
や
県
医
療
局
な
ど
に
対
し
て
要
望
を
行
い
ま
し
た
。
席
上
、
県

医
療
局
か
ら
県
立
山
田
病
院
は
診
療
所
化
せ
ず
に
従
来
の
医
療
機
能
を
持
つ

「
地
域
総
合
病
院
」
と
す
る
案
に
修
正
さ
れ
た
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

昨
年
十
一
月
に
県
立
病
院
の
経
営

改
善
策
と
し
て
、
県
医
療
局
か
ら

「
県
立
病
院
改
革
基
本
プ
ラ
ン
（
案
）」

が
発
表
さ
れ
た
の
を
受
け
、
新
た
な

施
設
類
型
と
し
て
県
立
山
田
病
院
の

サ
テ
ラ
イ
ト
化
（
診
療
所
化
を
含
む
）

を
心
配
す
る
声
が
上
が
り
ま
し
た
。

町
で
は
、
現
在
の
県
立
山
田
病
院

の
機
能
を
維
持
し
、
診
療
体
制
の
充

実
を
要
望
す
る
た
め
、
い
ち
早
く

佐
々
木
俊
夫
県
議
会
議
員
と
一
緒
に

県
医
療
局
に
対
し
計
画
（
案
）
の
見

直
し
を
強
く
要
望
し
ま
し
た
。

議
会
で
も
昨
年
の
十
二
月
議
会
の

初
日
に
、
こ
の
案
の
見
直
し
を
求
め

る
意
見
書
を
採
択
す
る
な
ど
、
町
の

極
め
て
重
要
な
問
題
と
し
て
活
発
な

反
対
活
動
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
中
で
、
町
社
会
福
祉

協
議
会
、
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
、

町
婦
人
団
体
協
議
会
の
町
内
福
祉
関

連
三
団
体
が
危
機
感
を
も
っ
て
、
こ

の
計
画
阻
止
に
向
け
て
町
内
全
戸
に

対
す
る
署
名
活
動
を
展
開
し
ま
し
た
。

署
名
は
年
末
の
繁
忙
期
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
お
よ
そ
二
週
間
の
間
に
一

万
二
千
六
百
十
六
人
の
署
名
が
集
ま

り
ま
し
た
。
ま
た
、
議
会
で
も
議
員

自
ら
が
町
内
の
各
種
団
体
や
企
業
を

回
り
八
百
五
十
人
の
署
名
を
集
め
る

な
ど
、
こ
の
問
題
に
対
す
る
町
民
の

関
心
の
高
さ
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

一
月
十
九
日
、
こ
れ
ら
の
署
名
を

持
っ
て
県
知
事
、
県
医
療
局
長
、
県

議
会
議
長
な
ど
に
対
し
、
沼
崎
喜
一

町
長
、
佐
々
木
良
一
議
長
を
は
じ
め

町
議
会
議
員
、
福
祉
関
連
三
団
体
の

代
表
ら
が
要
望
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

要
望
の
席
上
、
県
医
療
局
か
ら
県

立
山
田
病
院
に
つ
い
て
は
、
従
来
ど

お
り
の
医
療
機
能
を
持
つ
「
地
域
総

合
病
院
」
と
す
る
案
に
修
正
さ
れ
た

こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ

り
病
床
数
の
縮
小
は
今
後
の
課
題
と

し
て
残
さ
れ
た
も
の
の
、
診
療
所
化

と
い
う
心
配
は
無
く
な
り
ま
し
た
。

ご
協
力
い
た
だ
い
た
町
民
の
皆
さ

ん
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。


